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都市形成に伴う運動不足と健康問題に対する効果的な健康施策を展開するために、本研究では都市環境の要因を加味した
至適運動条件の確立を目指し、①生活習慣病予防に不可欠な体脂肪管理のための運動の重要性に関する生化学的データの
蓄積、②各種運動条件による心理的効果と脳内神経活動、③環境要因とストレス反応の脳内神経機構の３課題について検
討した。課題①では、脂肪細胞サイズとレプチンやアディポネクチンのmRNA発現量との関係を明確にし、運動トレーニン
グによるレプチンmRNAレベルの減少は脂肪細胞サイズの縮小に一義的に依存することを明確にした。しかし一方で、脂肪
細胞の代謝や分化に関わる因子のmRNA発現は脂肪細胞サイズには依存せず、運動トレーニングは脂肪細胞の代謝や分化に
関わる因子に対して運動固有の効果をもたらすことも示唆する貴重なデータを得ている。課題②の実験から、運動を行う
ことによりポジティブな心理状態が引き起こされる傾向は認められるものの、自発的に運動を行った場合と、同じ運動を
強制的に行った場合では脳内で活性化される領域および活動の程度が異なることが示された。また運動強度の違いによる
効果も認められた。課題③では、適度な背景音（騒音）が学習課題の改善と密接に関連し、音の強度（大きさ）が小さす
ぎても（無音）大きすぎても課題の改善に効果を示さず、また学習やストレスに関連する脳内神経活動は音の強度に依存
した特異的賦活パターンを示した。以上の知見から、運動はからだとこころの健康の保持増進に有効なツールであり、加
えて運動刺激条件や環境要因を適切に配慮することによってその効果はさらに増大する可能性のあることが示唆された。
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